
『徒然草鉄槌』の注釈態度

要
旨

　
『
徒
然
草
鉄
槌
』
は
、
青
木
宗
胡
が
著
し
た
と
さ
れ
、
一
六
四
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
徒
然
草
』
の

注
釈
書
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
数
々
の
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
の
中
で
も
、
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。

　
『
徒
然
草
』
に
関
す
る
最
初
の
注
釈
書
は
、『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
で
あ
る
。
秦
宗
巴
が
著
し
、
一
六

〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
次
い
で
、
林
羅
山
が
一
六
二
一
年
に
著
し
た
『
野
槌
』
と
な
る
。

　

こ
の
二
つ
に
次
ぐ
三
番
目
の
注
釈
書
が
、『
徒
然
草
鉄
槌
』
で
あ
る
。
そ
の
後
、
挿
絵
付
き
の
注
釈

書
と
し
て
は
、
松
永
貞
徳
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』（
一
六
五
二
年
刊
）
や
、
著
者
未
詳
の
『
徒
然
草
吟
和

抄
』（
一
六
九
〇
年
刊
）、
苗
村
丈
伯
の
『
徒
然
草
絵
抄
』（
一
六
九
一
年
刊
）
な
ど
も
登
場
し
た
。『
徒

然
草
絵
抄
』
に
は
、
語
釈
が
な
く
、
挿
絵
の
み
で
『
徒
然
草
』
の
各
段
の
説
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
は
、
多
彩
な
展
開
を
見
せ
た
。

　

そ
の
後
、
各
務
支
考
は
、
そ
れ
ま
で
の
注
釈
書
の
概
念
を
越
え
る
、
長
編
評
論
と
し
て
、『
つ
れ
づ

れ
の
讃
』（
一
七
一
一
年
自
跋
）
を
著
し
た
。

　

以
上
に
挙
げ
た
注
釈
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
で
取
り
上
げ
て
、
考
察
し
て
き
た
が
、
初

期
の
注
釈
書
に
属
す
る
『
徒
然
草
鉄
槌
』
の
考
察
は
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、『
徒
然

草
鉄
槌
』
を
中
心
に
据
え
て
、『
徒
然
草
鉄
槌
』
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
そ
の
前
後
に
刊
行
さ

れ
た
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
群
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
拙
稿
で
論

じ
て
き
た
各
種
の
注
釈
書
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

考
察
は
、
次
の
三
点
か
ら
行
う
。
第
一
に
、『
徒
然
草
鉄
槌
』
と
、
そ
れ
以
前
の
二
つ
の
注
釈
書
を

比
較
し
、『
徒
然
草
鉄
槌
』
は
『
野
槌
』
の
抜
き
書
き
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
通
説
を
検
証
す
る
。

そ
し
て
、『
徒
然
草
鉄
槌
』
が
『
野
槌
』
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
を
参
照
す
る
こ
と

が
多
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
『
徒
然
草
鉄
槌
』
の
注
釈
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
二
に
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
、『
徒
然
草
増
補
鉄
槌
』（
山
岡
元
隣
著
、
一
六
六
九
年
刊
）
と
を
取

り
上
げ
て
、『
徒
然
草
鉄
槌
』
の
影
響
力
を
考
察
し
た
。

　

第
三
に
、
歌
人
で
あ
り
、
国
学
者
で
あ
る
契
沖
（
一
六
四
〇
〜
一
七
〇
一
）
が
、『
徒
然
草
鉄
槌
』

に
書
き
込
ん
だ
「
契
沖
書
き
入
れ
」（
成
立
時
期
は
一
六
九
〇
年
以
前
と
さ
れ
る
）
を
検
討
し
、
契
沖

が
『
徒
然
草
鉄
槌
』
を
通
し
て
、『
徒
然
草
』
を
ど
の
よ
う
に
読
解
し
た
か
、
特
に
、
契
沖
に
よ
る
独

自
の
解
釈
箇
所
に
注
目
し
た
。

　
『
徒
然
草
鉄
槌
』
は
、
刊
行
年
度
の
異
な
る
刊
本
の
種
類
も
多
く
、
江
戸
時
代
に
広
く
流
布
し
た

『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
人
気
の
理
由
の
一
端
を
、
解
き
明
か
し
た
い
。

は
じ
め
に

　
『
徒
然
草
』
に
関
す
る
最
初
の
注
釈
書
は
、
一
六
〇
四
年
（
慶
長
九
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
、

秦
宗
巴
に
よ
る
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
で
あ
り
、
次
い
で
、
一
六
二
一
年
（
元
和
七
年
）
に
林

羅
山
に
よ
る
『
野
槌
』
が
登
場
し
た
。
こ
れ
ら
に
次
ぐ
三
番
目
の
注
釈
書
が
、『
徒
然
草
鉄
槌
』

で
あ
る
。『
徒
然
草
鉄
槌
』
の
刊
行
は
、
一
六
四
八
年
で
あ
る
。
著
者
は
青
木
宗
胡
と
さ
れ
る

が
、
宗
胡
の
経
歴
は
未
詳
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
数
々
の
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
の

中
で
も
、
初
期
に
刊
行
さ
れ
、
以
後
、
版
を
重
ね
た
点
で
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　

私
は
、『
徒
然
草
』
注
釈
書
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、『
徒
然
草
鉄
槌
』（
以
後
、
多
く
の

場
合
、『
鉄
槌
』
と
略
称
）
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
、『
鉄
槌
』

を
中
心
に
据
え
て
、『
鉄
槌
』
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
そ
の
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
徒

然
草
』
の
注
釈
書
群
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
拙
稿
で
取
り

上
げ
て
き
た
、
各
種
の
注
釈
書
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
『
鉄
槌
』
の
特
徴
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
頭
注
ス
タ
イ
ル
を
採
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
わ
ず
か
四
年
後
の
一
六
五
二
年
（
慶
安
五
年
）
に
は
、
挿
絵
付
き
の
注
釈
書
と
し
て
、
松

永
貞
徳
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
刊
行
さ
れ
て
、
新
し
い
潮
流
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
や
や
刊

行
時
期
が
遅
れ
る
が
、
著
者
未
詳
の
『
徒
然
草
吟
和
抄
』（
一
六
九
〇
年
刊
）
に
も
挿
絵
が
付

い
て
い
る
。『
吟
和
抄
』
に
踵
を
接
し
て
、
苗
村
丈
伯
の
『
徒
然
草
絵
抄
』（
一
六
九
一
年
刊
）

も
登
場
し
た
。『
絵
抄
』
に
は
、
語
釈
が
な
く
、
挿
絵
の
み
で
『
徒
然
草
』
の
各
段
の
説
明
を

試
み
る
と
い
う
点
が
新
機
軸
で
あ
り
、
画
期
的
な
注
釈
ス
タ
イ
ル
と
言
え
よ
う
。
そ
の
後
、
各

務
支
考
は
、
そ
れ
ま
で
の
注
釈
書
の
概
念
を
越
え
る
、
長
編
評
論
と
し
て
、『
つ
れ
づ
れ
の
讃
』

（
一
七
一
一
年
）
を
著
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、『
徒
然
草
』
注
釈
書
の
展
開
が
、
多
彩
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

の
工
夫
を
し
な
が
ら
注
釈
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ
よ
う
。
適
宜
、
そ
の
こ
と
に
も
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ノ
鉄
槌
ニ
、
右
ノ
諸
抄
ノ
要
領
ヲ
、
之
ニ
加
ヘ
述
ブ
ル
ニ
、
世
／
俗
ノ
述
語
ヲ
以
テ
ス
。
是
、

初
学
ノ
士
、
暁サ

ト

ル
易ヤ
ス
カ
ラ
ン

　

 

為
ナ
リ
」
と
記
す
。

　

お
そ
ら
く
、『
増
補
鉄
槌
』
に
書
か
れ
て
い
る
、「
四
巻　

是
、
野
槌
ノ
抜
書
也
」
と
い
う
評

の
影
響
の
下
に
、『
鉄
槌
』
と
言
え
ば
、『
野
槌
』
の
抜
き
書
き
で
あ
る
と
す
る
先
入
観
が
固
定

化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
鉄
槌
』
を
『
寿
命
院
抄
』
や
『
野
槌
』
と
比
較
す
る
と
、

必
ず
し
も
「
野
槌
ノ
抜
書
也
」
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
『
寿
命
院
抄
』
の
抜
き
書
き
と
い
っ
て

も
良
い
ほ
ど
、『
寿
命
院
抄
』
に
よ
る
注
釈
が
多
い
。

　

本
稿
で
使
用
す
る
『
鉄
槌
』
は
、
架
蔵
の
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
年
）
刊
、
洛
下
（
京

都
）
の
西
沢
太
兵
衛
版
、
四
巻
四
冊
本
で
あ
る
。
冒
頭
に
総
説
風
の
解
説
は
な
く
、
た
だ
ち

に
、
序
段
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
と
し
て
は
、
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

徒
然
草
注
釈
書
に
お
け
る
総
説
や
系
図
の
有
無
は
、
注
目
し
た
い
。
ち
な
み
に
、『
寿
命
院

抄
』
で
は
冒
頭
部
に
、
五
項
目
の
箇
条
書
き
に
よ
っ
て
、
作
者
で
あ
る
兼
好
の
略
歴
や
、『
徒

然
草
』
は
儒
釈
道
を
兼
備
し
、
清
少
納
言
枕
草
子
を
模
し
、
源
氏
物
語
の
言
葉
を
使
っ
て
書
い

て
い
る
こ
と
な
ど
、
い
ず
れ
も
簡
潔
な
が
ら
、『
徒
然
草
』
の
本
質
に
関
わ
る
重
要
事
項
を
書

い
て
お
り
、
そ
の
他
に
「
卜
部
系
図
」
も
掲
載
し
て
い
る
。

　

二
番
目
の
『
野
槌
』
も
同
様
で
、
総
説
が
冒
頭
部
に
付
き
、
さ
ら
に
兼
好
の
勅
撰
集
入
集
和

歌
や
自
讃
歌
な
ど
も
集
成
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
系
図
も
『
寿
命
院
抄
』
よ
り
詳
し
く
書
か
れ

て
い
る
。『
野
槌
』
は
、『
寿
命
院
抄
』
の
冒
頭
部
を
踏
襲
し
つ
つ
、
兼
好
和
歌
の
集
成
に
、
新

機
軸
が
見
ら
れ
る
。

　
『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
と
い
う
先
例
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
説
も
系
図
も
踏
襲

し
て
い
な
い
点
が
、『
鉄
槌
』
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
。『
徒
然
草
』
の
注

釈
書
に
お
け
る
、
冒
頭
部
に
お
け
る
総
説
等
の
有
無
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
、
注
意
を
払
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
こ
の
点
に
留
意
し
た
い
。

　

次
に
、『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
、
拙
稿
に
依
り
な
が
ら
、
略
述

し
よ
う
。『
寿
命
院
抄
』
は
、
難
語
を
切
り
出
し
て
説
明
を
加
え
る
方
式
で
あ
り
、『
徒
然
草
』

の
本
文
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
二
番
目
の
『
野
槌
』
以
下
に
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、「
徒
然
草
注
釈
書
」
は
本
文
付
き
で
注
釈
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
以
前
の
書
物
は
、
書

写
に
よ
っ
て
伝
来
し
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
木
版
印
刷
に
よ
っ
て
書
物
が
広
く
流

通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、『
徒
然
草
』
の
浸
透

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
徒
然
草
』
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、『
徒

然
草
』
の
場
合
、
他
の
作
品
と
比
べ
て
格
段
に
注
釈
書
の
種
類
が
多
く
、
さ
ら
に
は
、
同
一
の

注
釈
書
に
お
い
て
も
、
何
種
類
も
の
板
行
が
あ
っ
た
。
今
回
取
り
上
げ
る
『
鉄
槌
』
は
、
ま
さ

に
そ
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

触
れ
つ
つ
、
今
回
の
考
察
は
、
次
の
三
点
か
ら
行
う
。

　

第
一
に
、『
徒
然
草
鉄
槌
』
と
、
そ
れ
以
前
の
二
つ
の
注
釈
書
を
比
較
し
、『
徒
然
草
鉄
槌
』

は
『
野
槌
』
の
抜
き
書
き
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
通
説
を
検
証
す
る
。
第
二
に
、『
な
ぐ
さ

み
草
』、
お
よ
び
、『
徒
然
草
増
補
鉄
槌
』（
山
岡
元
隣
著
、
一
六
六
九
年
刊
）
と
を
取
り
上
げ

て
、『
鉄
槌
』
の
影
響
力
を
考
察
す
る
。

　

第
三
に
、『
鉄
槌
』
の
影
響
力
と
い
う
観
点
か
ら
、
歌
人
で
あ
り
、
国
学
者
で
あ
る
契
沖

（
一
六
四
〇
〜
一
七
〇
一
）
が
、『
鉄
槌
』
に
書
き
込
ん
だ
「
契
沖
書
き
入
れ
」（
成
立
時
期
は
、

書
写
者
に
よ
る
奥
書
か
ら
、
一
六
九
〇
年
以
前
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
を
検
討
し
、
契
沖
が

『
鉄
槌
』
を
通
し
て
、『
徒
然
草
』
を
ど
の
よ
う
に
読
解
し
た
か
、
特
に
、
契
沖
に
よ
る
独
自
の

解
釈
箇
所
に
注
目
し
て
考
察
す
る
。

　
『
徒
然
草
鉄
槌
』
は
、
刊
行
年
度
の
異
な
る
刊
本
の
種
類
も
多
く
、
江
戸
時
代
に
広
く
流
布

し
た
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
人
気
の
理
由
を
、
解
き
明
か
し
た

い
。

一　
『
徒
然
草
鉄
槌
』
の
特
徴
と
、
先
行
注
釈
書
と
の
比
較

（
１
）　
『
鉄
槌
』、
お
よ
び
、
初
期
の
徒
然
草
注
釈
書 

の
概
容

　
『
徒
然
草
鉄
槌
』
と
類
似
す
る
書
名
に
、『
増
補
鉄
槌
』
が
あ
る
。
こ
の
『
増
補
鉄
槌
』
は
、

山
岡
元
隣
が
著
し
た
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
で
、
一
六
六
九
年
（
寛
文
九
年
）
に
刊
行
さ
れ

た
。
そ
の
冒
頭
部
に
、「
諸
抄
之
次
第
」
と
題
し
て
、『
徒
然
草
』
の
諸
注
を
、『
寿
命
院
抄
』

以
下
、『
文
段
抄
』
ま
で
九
種
挙
げ
て
、
そ
の
最
後
に
自
身
の
『
鉄
槌
増
補
』
を
置
い
て
い
る
。

　

諸
注
を
挙
げ
る
に
際
し
て
は
、
書
名
・
巻
数
・
著
者
名
・
特
記
事
項
・
刊
行
年
を
記
す
が
、

著
者
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。『
野
槌
』
を
例
に
取
れ
ば
「
十
四
巻　

道
春
作
」

と
書
き
、
以
下
は
二
行
書
き
の
割
り
注
で
、「
寿
命
院
ノ
抄
ニ
、
広
ク
和
漢
ノ
故
／
事
ヲ
加
フ
。

元
和
七
年
辛
酉
年
」
と
あ
る
（
割
り
注
は
、
読
み
下
し
文
で
記
し
、
句
読
点
を
付
け
、
行
の
区

切
に
／
を
付
け
た
）。『
野
槌
』
は
『
寿
命
院
抄
』
に
和
漢
の
故
事
を
加
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
簡
潔
に
紹
介
を
記
す
。
元
和
七
年
辛
酉
年
は
、
西
暦
一
六
二
一
年
で
あ
る
。

　

こ
の
『
野
槌
』
の
紹
介
の
次
に
位
置
す
る
の
が
、『
鉄
槌
』
で
あ
る
。『
鉄
槌
』
に
関
し
て

は
、
ご
く
短
く
、「
四
巻　

是
、
野
槌
ノ
抜
書
也
」
と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
。「
抜
書
」
の
横
に

片
仮
名
で
、「
ヌ
キ
ガ
キ
」
と
あ
る
。
著
者
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

九
番
目
の
『
文
段
抄
』
は
、「
七
巻　

季
吟
先
生
作
也
」
と
あ
り
、
割
注
で
、「
寛
文
七
年
／

十
二
月
吉
日
」
と
あ
る
。
山
岡
元
隣
（
一
六
三
一
〜
一
六
七
二
）
は
、
北
村
季
吟
に
和
歌
や
俳

諧
を
学
ん
だ
の
で
、
季
吟
先
生
と
書
い
て
い
る
。
自
身
の
注
釈
書
に
関
し
て
は
割
注
で
、「
件
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間
、
板
行
が
続
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
第
七
種
本
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
貞
享
二
年
（
一
六

八
五
年
）
本
は
、
挿
絵
十
七
葉
を
含
む
絵
入
本
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他
の
『
鉄
槌
』
に
は
絵
入

本
と
い
う
記
載
が
な
い
の
で
、
興
味
を
引
か
れ
る
。

　
『
鉄
槌
』
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、『
鉄
槌
』
が
流
布
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
で
あ
ろ
う
。『
鉄
槌
』
は
「
首か

し
ら

 

書が
き

」（
頭
書
と
も
）、
す
な
わ
ち
頭
注
を
持
つ
本
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
が
、
読
み
や
す
さ
の
点
に
、
大
き
く
寄
与
し
た
。

　

頭
注
部
分
は
一
面
の
上
部
三
分
の
一
、
本
文
は
三
分
の
二
の
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
架
蔵
の

『
鉄
槌
』
四
巻
四
冊
（
大
本
、
縦
・
約
二
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
・
約
十
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。
寛
文
十
二
年
刊
）
は
、
一
面
が
十
一
行
、
頭
注
は
二
十
二
行
で
、
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に

よ
り
、
頭
注
の
ス
ペ
ー
ス
に
書
き
込
め
る
語
釈
も
、
お
の
ず
と
簡
潔
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

『
鉄
槌
』
の
頭
注
を
見
て
ゆ
く
と
、
先
行
す
る
『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
と
の
双
方
を
勘
案

し
て
、
必
要
最
小
限
に
よ
く
集
約
さ
れ
た
注
釈
に
な
っ
て
い
る
の
が
見
事
で
あ
る
が
、
む
し

ろ
、
頭
注
形
式
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
と
導
か
れ
る
簡
潔
さ
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
な
お
、
紙

面
に
よ
り
、
頭
注
が
少
な
い
場
合
な
ど
は
、
本
文
が
紙
面
の
上
部
か
ら
書
か
れ
て
い
た
り
、
逆

に
、
頭
注
が
詳
し
い
箇
所
で
は
、
本
文
ス
ペ
ー
ス
ま
で
使
っ
て
、
頭
注
の
細
か
な
字
体
で
ぎ
っ

し
り
書
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
自
在
で
あ
る
。

　
『
鉄
槌
』
の
頭
注
は
、『
徒
然
草
』
の
本
文
か
ら
切
り
出
し
た
語
句
を
ま
ず
示
し
、
一
字
分
空

け
て
か
ら
、
語
釈
を
書
い
て
い
る
。
本
文
語
句
の
切
り
出
し
方
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、『
寿

命
院
抄
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
語
句
の
順
に
取
り
上
げ
て
、
頭
注
ス
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、
説

明
文
を
圧
縮
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
『
野
槌
』
の
抜
き
書
き

と
い
う
よ
り
も
、『
寿
命
院
抄
』
の
語
釈
を
、
頭
注
形
式
に
組
み
替
え
て
い
る
と
理
解
し
た
方

が
、
実
情
に
即
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
松
論
文
を
紹
介
し
た
際
に
、
第
七
種
本
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
「（
頭
書
）

つ
れ
づ
れ
く
さ
」
の
伝
本
の
内
、
富
士
文
庫
蔵
本
（
原
簽
）
を
、
富
士
市
立
図
書
館
の
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
り
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
巻
四
冊
の
第
一
冊
と
第
四
冊
に
挿

絵
が
入
っ
て
い
る
。
小
松
論
文
で
は
「
挿
絵
十
七
葉
」
と
あ
る
が
、
第
一
冊
に
十
一
葉
、
第
四

冊
に
八
葉
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
合
計
十
九
葉
と
な
る
。
ま
た
、
本
文
の
行
数
も
八
行
で
は
な

く
、
十
二
行
で
あ
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
小
松
論
文
で
、「
図
柄
は
独
特
」「
稀
覯
本
で
あ
る
」

と
書
か
れ
て
い
た
が
、
画
面
を
通
し
て
、
そ
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
十
九

葉
の
挿
絵
の
特
徴
を
略
述
し
て
お
き
た
い
。

　

私
は
、『
徒
然
草
』
を
描
い
た
絵
画
を
「
徒
然
絵
」
と
名
付
け
て
研
究
す
る
過
程
で
、
松
永

貞
徳
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
ほ
ぼ
全
段
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
挿
絵
が
、「
徒
然
絵
」
の

基
準
作
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
拙
稿
「『
徒
然
草
吟
和
抄
』
の
注
釈
書
態
度
」

　

江
戸
時
代
以
前
の
作
品
を
読
む
際
に
、
語
句
の
意
味
や
地
名
や
人
名
に
対
す
る
説
明
が
あ
れ

ば
、
作
品
を
味
読
で
き
る
。
注
釈
書
の
需
要
が
高
ま
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
徒
然

草
』
は
、
王
朝
時
代
の
散
文
作
品
と
比
べ
て
、
基
本
的
に
文
章
が
理
解
し
や
す
い
。
最
初
期
の

二
つ
の
注
釈
書
の
著
者
が
、『
源
氏
物
語
』
と
和
歌
に
通
暁
し
て
い
た
秦
宗
巴
と
、
当
時
最
高

の
知
識
人
で
あ
る
儒
学
者
の
林
羅
山
だ
っ
た
こ
と
は
、『
徒
然
草
』
の
文
化
的
・
文
学
的
な
価

値
を
保
証
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
徒
然
草
』
に
と
っ
て
、
幸
運
で
あ
っ
た
。

　

松
永
貞
徳
に
よ
る
徒
然
草
注
釈
書
と
し
て
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
刊
行
さ
れ
た
時
、『
徒
然

草
』
の
ほ
と
ん
ど
の
段
に
挿
絵
が
付
き
、「
大
意
」
と
し
て
各
段
の
内
容
の
要
約
と
そ
の
段
の

主
旨
が
書
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
要
約
は
、『
寿
命
院
抄
』
に
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ま

と
め
が
当
時
の
人
々
の
日
常
に
寄
り
添
っ
た
書
き
方
で
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、『
徒
然
草
』

が
「
新
古
典
」
と
し
て
、
近
世
初
期
の
人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
基
盤
が
、
確
実
に
形
成

さ
れ
た
。
し
か
も
松
永
貞
徳
は
、
古
今
伝
授
の
地
下
伝
授
を
受
け
た
文
化
人
で
あ
り
、
貞
門
俳

諧
の
創
始
者
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
の
文
学
・
文
化
に
及
ぼ
し
た
貞
徳
の
存
在
は
ま
こ
と

に
大
き
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
以
後
に
相
次
い
だ
徒
然
草
注
釈
書
の
う
ち
、

著
者
名
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
、
貞
門
の
人
々
が
多
い
。
そ
の
こ
と
は
、
あ
る
い
は
、「
源

氏
見
ざ
る
歌
詠
み
は
、
遺
恨
の
こ
と
な
り
」
と
い
う
藤
原
俊
成
の
言
葉
に
倣
っ
て
言
う
な
ら

ば
、「
徒
然
草
見
ざ
る
俳
人
は
、
遺
恨
の
こ
と
な
り
」
と
言
え
る
よ
う
な
、
文
学
常
識
に
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
風
潮
が
一
般
化
し
て
、
貞
門
に
学
ん
だ
人
々
、

あ
る
い
は
、
そ
の
後
貞
門
か
ら
離
れ
た
と
し
て
も
、
徒
然
草
注
釈
書
を
刊
行
す
る
人
々
が
、
途

絶
え
る
こ
と
な
く
続
き
、
そ
れ
を
読
ん
で
「『
徒
然
草
』
に
学
ぶ
人
々
の
増
加
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
２
）　
『
鉄
槌
』
の
流
布
と
「
絵
入
り
本
」
の
存
在

　

次
に
、『
鉄
槌
』
の
流
布
つ
い
て
触
れ
た
い
。『
鉄
槌
』
は
、『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』『
な
ぐ

さ
み
草
』
と
い
う
三
種
の
徒
然
草
注
釈
書
と
異
な
り
、
著
者
が
伝
未
詳
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

著
名
な
著
者
に
よ
る
注
釈
書
で
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
著
者
が
不
明
で
あ
る
こ
と
は
、『
鉄
槌
』

の
場
合
、
マ
イ
ナ
ス
面
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
流
布
の
広
が
り
が
そ
れ
を
証
明
し

て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
小
松
操
が
「﹇
徒
然
草
﹈
鉄
槌
考
略（

１
）」
と
い
う
論
文
（
以
下
、「
小
松
論

文
」
と
略
称
）
で
、『
鉄
槌
』
の
諸
本
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
間
の
事
情
に
注
目
し

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
小
松
論
文
て
は
、
第
一
種
本
か
ら
第
八
種
本
ま
で
に
分
類
し
て
い
る
。
刊

記
で
見
る
と
、
慶
安
元
年
・
慶
安
二
年
・
明
暦
三
年
・
寛
文
九
年
・
正
徳
四
年
・
寛
文
十
二

年
・
延
宝
七
年
・
宝
永
三
年
で
あ
る
。
一
六
四
八
年
か
ら
一
七
〇
六
年
ま
で
、
六
十
年
近
く
の
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⑰ 　

第
二
百
十
四
段
。
琴
を
前
に
し
て
、
池
の
蓮
の
花
を
眺
め
る
男
性
。
中
国
の
王
倹
の
故

事
。

　

⑱ 　

第
二
百
二
十
八
段
。
千
本
釈
迦
堂
で
の
行
事
を
見
物
す
る
人
々
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
と

類
似
。

　

⑲  

第
二
百
四
十
三
段
。
最
終
段
で
、
仏
の
起
源
を
話
し
合
う
兼
好
と
父
、
二
体
の
仏
も
描

く
。

　

以
上
の
⑫
か
ら
⑲
が
、
第
四
冊
所
収
の
挿
絵
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『（
絵
入
り
頭
書
）
鉄
槌
』
の
挿
絵
は
、
基
本
的
に
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』

と
似
る
が
、
同
一
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
登
場
人
物
を
増
や
し
た
り
、
景
色
の
描
写
な
ど
に

工
夫
が
見
ら
れ
た
。
全
体
的
に
人
物
像
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。

（
３
）　
『
鉄
槌
』
の
注
釈
態
度

　

先
に
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、『
増
補
鉄
槌
』
に
書
か
れ
て
い
る
、「
四
巻　

是
、
野
槌
ノ
抜
書

也
」
と
い
う
評
が
意
味
す
る
内
容
を
検
証
し
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
も
し
、『
鉄
槌
』
が

『
野
槌
』
の
抜
き
書
き
で
あ
る
と
し
て
も
、『
野
槌
』
以
前
に
『
寿
命
院
抄
』
が
成
立
し
て
い
る

以
上
、『
野
槌
』
の
抜
き
書
き
と
認
定
さ
れ
る
箇
所
が
、
さ
ら
に
遡
っ
て
『
寿
命
院
抄
』
に
す

で
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
実
質
的
に
は
、『
寿
命
院
抄
』
か
ら
の
抜
き
書
き
と
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
は
、『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
繋
が
る
。
か
つ
て
の
拙
稿
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
の
注
釈
態
度
に
注
目

す
る
考
察
で
あ
っ
た
の
で
、
複
数
の
徒
然
草
注
釈
書
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
十
分
な
比
較
検
討

は
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
に
置
い
て
、『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
を
比
較
検
討
し

て
み
よ
う
。

　
『
寿
命
院
抄
』
は
、
徒
然
草
注
釈
書
の
最
初
の
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
注
釈

が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
注
釈
書
に
お
い
て
新
た
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
少
な
い
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
な
ぜ
『
寿
命
院
抄
』
が
多
数
の
注
釈
を
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
か

と
言
え
ば
、
そ
れ
は
徒
然
草
自
体
が
、
王
朝
時
代
の
『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
を
摂
取
し

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
徒
然
草
の
著
者
で
あ
る
兼
好
が
、
二
条
派
の
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
中
世
和
歌
の
歌
学
書
で
あ
る
『
八
雲
御
抄
』
の
記
述
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
徒
然
草
』
が
読
み
解
け
る
か
ら
で
あ
る
。『
八
雲
御
抄
』
に
よ
っ
て
注
釈
を
付
け
て
い
る
箇
所

は
九
例
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
『
野
槌
』
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。『
野
槌
』
に
は
、『
寿
命

院
抄
』
を
参
看
し
た
と
い
う
記
述
は
見
え
な
い
が
、
今
述
べ
た
九
例
の
摂
取
か
ら
見
て
も
、

に
お
い
て
、『
吟
和
抄
』
が
徒
然
草
注
釈
書
の
中
で
も
珍
し
い
、
挿
絵
入
り
の
注
釈
書
で
あ
る

こ
と
を
論
じ
た
際
に
も
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
の
類
似
性
と
相
違
点
に
着
目
し
た（

２
）。

な

お
、
小
松
論
文
の
第
七
種
本
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
「（
頭
書
）
つ
れ
づ
れ
く
さ
」
の
伝
本

の
内
、
富
士
文
庫
蔵
本
（
原
簽
）
の
名
称
を
、
こ
こ
で
は
、
絵
入
り
の
頭
注
本
で
あ
る
と
い
う

特
徴
を
明
示
す
る
た
め
に
、
便
宜
上
『（
絵
入
り
頭
書
）
鉄
槌
』
と
呼
称
し
た
い
。

　
『（
絵
入
り
頭
書
）
鉄
槌
』
の
挿
絵
に
通
し
番
号
を
付
け
て
、
そ
の
絵
が
『
徒
然
草
』
の
第
何

段
で
あ
る
か
、
お
よ
び
、
図
柄
の
特
徴
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

① 　

序
段
。
墨
染
衣
の
兼
好
が
、
草
庵
で
寝
そ
べ
っ
て
い
る
描
き
方
が
、
珍
し
い
。

　

② 　

第
二
段
。「
衣
冠
よ
り
馬
・
車
に
至
る
ま
で
」
の
絵
画
化
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
類
似
す

る
が
、
男
性
貴
族
を
二
人
描
く
。

　

③ 　

第
七
段
。
濡
縁
に
座
り
、
外
を
眺
め
る
男
性
貴
族
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
人
物
な
し
。

　

④ 　

第
八
段
。
図
柄
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
似
る
が
、
女
性
は
膝
上
ま
で
裾
を
上
げ
て
い

る
。

　

⑤ 　

第
十
段
。
濡
縁
か
ら
月
を
眺
め
る
後
姿
の
女
性
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
寝
殿
と
鳶
の
図
。

　

⑥ 　

第
十
九
段
。
満
開
の
桜
と
二
羽
の
鳥
と
、
佇
む
二
人
の
男
性
貴
族
。
独
自
の
図
柄
。

　

⑦ 　

第
二
十
三
段
。
図
柄
は
、
遣
水
に
か
か
る
小
さ
な
橋
の
上
に
佇
み
、
前
方
の
寝
殿
を
眺

め
る
男
性
貴
族
の
姿
。

　

⑧　

第
二
十
六
段
。「
昔
見
し
妹
が
垣
根
﹈
の
図
柄
。
男
性
貴
族
を
一
人
描
く
。

　

⑨ 　

第
三
十
九
段
。
法
然
上
人
と
対
話
す
る
男
性
貴
族
。
他
に
二
人
僧
侶
が
入
る
の
が
独

自
。

　

⑩　

第
四
十
七
段
。
清
水
寺
参
詣
の
尼
と
語
る
男
を
描
き
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
類
似
。

　

⑪ 　

第
五
十
一
段
。
亀
山
殿
の
水
車
が
回
る
の
を
眺
め
る
人
々
が
、
室
内
に
二
人
、
外
に
一

人
い
る
構
図
。
こ
こ
ま
で
が
第
一
冊
。

　

⑫　

第
百
八
十
八
段
。
図
柄
は
独
自
で
、
身
分
の
あ
る
僧
侶
と
男
女
の
三
人
が
対
座
す
る
。

　

⑬ 　

第
百
九
十
五
段
。
田
圃
の
中
の
水
で
地
蔵
を
洗
う
内
大
臣
を
見
つ
け
た
三
人
。『
な
ぐ

さ
み
草
』
と
類
似
。

　

⑭ 　

第
百
九
十
六
段
。
馬
上
の
貴
族
と
そ
の
従
者
が
鳥
居
に
向
か
っ
て
進
む
。
独
自
の
図

柄
。

　

⑮ 　

第
二
百
六
段
。
牛
が
裁
判
中
に
闖
入
し
、
役
人
た
ち
が
驚
く
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
類

似
。

　

⑯ 　

第
二
百
九
段
。
濡
れ
縁
に
座
る
人
物
に
、
室
内
か
ら
何
か
指
示
す
る
主
人
。
独
自
構

図
。
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『徒然草鉄槌』の注釈態度

る
こ
と
で
あ
る
。
徒
然
草
の
作
品
解
釈
に
お
い
て
『
寿
命
院
抄
』
が
、
徒
然
草
の
章
段
間
の
連

続
性
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
視
点
は
『
野
槌
』
に
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
の
点
は
、
本
稿
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
『
徒
然
草
鉄
槌
』
の
注
釈
態
度
を
考
察
す
る
際

に
注
目
す
べ
き
点
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、『
鉄
槌
』
が
『
野
槌
』
の
抜
き
書
き
で
あ
る
か
ど

う
か
の
判
定
材
料
の
一
画
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
『
野
槌
』
の
第
三
の
特
徴
は
、『
寿
命
院
抄
』
と
比
べ
て
、
注
釈
が
全
体
的
に
詳
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。『
野
槌
』
で
は
、『
寿
命
院
抄
』
が
指
摘
し
た
出
典
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
で

切
り
出
さ
れ
て
い
る
出
典
に
つ
い
て
、
そ
の
前
後
も
含
め
て
長
く
引
用
し
て
い
る
の
は
、
羅
山

が
『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
に
関
し
て
、
原
典
に
あ
た
っ
て
確
認
し
た
う
え
で
注
釈
に
取
り
入
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
注
釈
態
度
は
、「
読
む
注
釈
書
」
と
し
て
の
『
野

槌
』
の
特
徴
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
注
釈
書
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
」

と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
考
察
に
も
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

　

先
取
り
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、「
詳
細
な
注
釈
書
」
と
「
簡
略
な
注
釈
書
」
の
分
岐
点
が
ど

こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
注
釈
書
の
性
格
を
二
分
し
た
場
合
、『
野
槌
』

は
あ
き
ら
か
に
「
詳
細
な
注
釈
書
」
の
部
類
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
さ
は
、
今
述

べ
た
よ
う
に
、
原
典
の
引
用
範
囲
を
大
き
く
採
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
る
こ
と
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、「
類
似
例
の
列
挙
」
と
い
う
特
徴
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
類
似
例

の
列
挙
」
が
『
野
槌
』
の
顕
著
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
徒
然
草
注
釈
書
を
見

渡
し
て
み
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
は
、『
鉄
槌
』
の
注
釈
態
度
も
含
め
て
、『
野
槌
』
以

後
殆
ど
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
『
鉄
槌
』
は
、『
寿
命
院
抄
』
の
語
釈
項
目
と
そ
の
注
釈
内
容
を
、
頭
注
ス
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
簡
略
化
し
つ
つ
摂
取
し
て
い
る
が
、『
野
槌
』
に
よ
る
詳
し
い
出
典
調
査
の
成
果
で
あ
る
長

文
の
注
釈
の
す
べ
て
は
、
摂
取
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
『
鉄
槌
』
の
短
所
で

は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
注
釈
書
の
二
つ
の
方
向
性
の
う
ち
、
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い

注
釈
書
態
度
を
選
択
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
功
を
奏
し
て
、『
鉄
槌
』
の
流
布
に
繋

が
っ
た
。
し
か
も
、『
鉄
槌
』
の
注
釈
書
態
度
は
、
早
く
も
、
第
四
番
目
の
注
釈
書
で
あ
る

『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
大
い
に
影
響
し
た
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
、
最
初
の
『
寿
命
院
抄
』
に
お
い
て
、
ご
く
短
く
『
徒
然
草
』
の
各
段

の
要
旨
を
書
い
て
い
た
こ
と
を
摂
取
し
、
さ
ら
に
敷
衍
し
た
「
大
意
」
を
付
け
た
。
そ
の
中
に

は
、
当
時
の
読
者
に
語
り
か
け
る
か
の
よ
う
な
、
日
常
教
訓
的
な
視
点
も
披
瀝
し
た
と
こ
ろ
に

新
し
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
段
に
挿
絵
を
付
け
た
こ
と
も
、『
徒
然
草
』
へ

の
理
解
や
親
し
み
や
す
さ
を
、
大
い
に
増
大
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
語
注
自
体
は
、
注
意
し
て
読
ん
で
み
る
と
、『
鉄
槌
』
の
頭

『
野
槌
』
の
注
釈
が
、『
寿
命
院
抄
』
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
。

　
『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
は
、『
枕
草
子
』
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
箇
所

が
、
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
「
契
沖
書
き
入

れ
」
の
考
察
の
時
に
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
今
は
『
寿
命
院
抄
』
が
『
徒
然
草
』
と
『
枕
草

子
』
と
の
関
連
に
注
目
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
指
摘
に
と
ど
め
た
い
。

　
『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
の
特
徴
と
し
て
、
も
う
一
言
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、『
河
海
抄
』
に
よ

る
注
釈
が
か
な
り
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
数
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
の
中
か
ら
、

『
河
海
抄
』
を
参
照
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
参
考
書
は
、
和
歌
に
関

し
て
は
『
八
雲
御
抄
』、『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
は
『
河
海
抄
』、
そ
し
て
『
徒
然
草
』
と
い

う
作
品
自
体
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
『
枕
草
子
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
「『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
態
度
」
に
お
い
て

述
べ
た
こ
と
の
要
点
で
あ
る
が（

３
）、『
野
槌
』
に
お
け
る
注
釈
の
源
泉
を
考
え
る
に
当
た
り
、『
八

雲
御
抄
』、『
河
海
抄
』、『
枕
草
子
』
の
三
作
品
の
摂
取
状
況
に
注
目
し
て
、『
野
槌
』
と
『
寿

命
院
抄
』
と
の
関
連
性
を
見
て
行
く
こ
と
は
あ
る
程
度
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。『
寿
命
院
抄
』

に
は
『
徒
然
草
』
の
本
文
自
体
は
掲
載
さ
れ
ず
、
注
釈
箇
所
の
み
短
く
切
り
出
し
て
注
を
付
け

て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
、『
野
槌
』
が
踏
襲
し
た
。

　
『
鉄
槌
』
が
、『
野
槌
』
の
抜
き
書
き
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
を
考
察
す
る
に
当
た

り
、
今
、
述
べ
た
よ
う
な
、『
八
雲
御
抄
』、『
河
海
抄
』、『
枕
草
子
』
の
三
作
品
の
摂
取
状
況

に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
の
考
察
は
、
拙
稿
「
徒
然
草
古
注
釈
書
の
方
法

│
『
徒
然
草

寿
命
院
抄
』
か
ら
『
野
槌
』
へ（

４
）」

で
述
べ
た
こ
と
と
、
一
部
重
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
本
稿
で

は
、『
野
槌
』
の
注
釈
態
度
と
『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
態
度
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
の
捉

え
直
し
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　
『
野
槌
』
の
注
釈
態
度
の
特
徴
は
、
大
き
く
捉
え
る
と
次
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。
第
一
に
、

『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
を
摂
取
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
野
槌
』
以
後
の
徒
然
草
注
釈
書
に
、

『
寿
命
院
抄
』
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
「
語
釈
」
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
。
こ
こ
で
語
釈
と
い
う

の
は
、
言
葉
の
意
味
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
徒
然
草
の
表
現
の
背
景
に

見
え
隠
れ
す
る
出
典
の
指
摘
も
含
む
。
出
典
の
指
摘
と
い
う
点
で
は
、
す
で
に
『
寿
命
院
抄
』

に
お
い
て
主
と
し
て
和
歌
と
『
源
氏
物
語
』
を
出
典
と
す
る
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
儒
学
者
で
あ
る
林
羅
山
は
、
漢
詩
文
の
典
拠
を
多
数
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
が
、『
野

槌
』
に
お
け
る
新
機
軸
で
あ
っ
た
。

　

第
一
の
特
徴
が
『
寿
命
院
抄
』
の
継
承
と
補
充
と
い
う
点
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、 

第
二
の

特
徴
は
、『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
を
継
承
せ
ず
、
ほ
ぼ
す
べ
て
カ
ッ
ト
し
て
い
る
面
が
み
ら
れ
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島　内　裕　子

て
、
日
本
文
学
か
ら
は
『
徒
然
草
』『
方
丈
記
』『
伊
勢
物
語
』『
新
古
今
集
』
を
挙
げ
、
中
国

の
『
荘
子
』『
古
文
真
宝
』『
論
語
』『
孟
子
』
も
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
一
番
影
響

力
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
が
『
徒
然
草
』
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
文
学
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、『
宝
蔵
』
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
の

列
挙
章
段
の
影
響
も
挙
げ
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
後
述
す
る
「
契
沖
書
き
入
れ
」
に
お
い
て
、

『
枕
草
子
』
へ
の
言
及
が
多
い
こ
と
と
、
間
接
的
に
繋
が
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。『
徒
然
草
』

に
お
け
る
『
枕
草
子
』
と
の
関
係
性
は
、
徒
然
草
注
釈
書
の
注
釈
態
度
を
検
討
す
る
際
に
、
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。

四　
「
契
沖
書
き
入
れ
本
」
に
見
る
『
徒
然
草
』
へ
の
関
心

　
『
徒
然
草
鉄
槌
』
の
余
白
に
、
契
沖
が
書
き
入
れ
た
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
転
写
し
た
も
の
が
、

彰
考
館
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
年
代
の
末
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た（

６
）。
江
戸
時
代
に
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
契
沖
の
書
き
入
れ
本
は
、
あ
く
ま
で
書
き
込
み
で
あ
り
、
注
釈
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
書
き
入
れ
本
が
、
そ
の
後
十
年
余
り
経
過
し

た
昭
和
五
十
一
年
に
、『
契
沖
全
集
』
第
十
六
巻
に
収
載
さ
れ
て
か
ら
も
、
徒
然
草
注
釈
書
の

研
究
の
中
で
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

か
く
言
う
私
自
身
も
、
徒
然
草
注
釈
書
の
研
究
の
中
で
、『
句
解
』
や
『
吟
和
抄
』
に
つ
い

て
は
研
究
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
態
度
を
考
察
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
こ
の
書
き
入
れ
に
つ
い

て
触
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
、
自
分
自
身
の
徒
然
草
注
釈
書
研
究
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
個
々
の
研
究
に
お
け
る
研
究
結
果
が
、
お
の
ず
と
関
連
性
を
持
つ
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
た
。
本
稿
で
、
こ
こ
ま
で
、『
鉄
槌
』
の
注
釈
書
態
度
を
、『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
と
の

関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
契
沖
に
よ
る
書
き
入
れ
が
、
他
な
ら
ぬ

『
鉄
槌
』
へ
の
書
き
入
れ
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
思
い
を
致
す
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
契
沖
書
き
入
れ
は
、『
契
沖
全
集
』
第
十
六
巻
の
目
次
で
は
「
書
入

二
」
と
い
う
項
目
の
中
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
目
次
で
は
『
竹
取
物
語
』
以
下
、『
倭
名
類
聚

鈔
』
ま
で
、
十
二
の
書
名
が
出
て
お
り
、
そ
の
中
の
九
番
目
が
『
鉄
槌
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、「
契
沖
書
入
本
」
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い

て
は
、『
鉄
槌
』
と
い
う
徒
然
草
注
釈
書
に
書
き
入
れ
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
た
め
に
、「
契

沖
鉄
槌
書
き
入
れ
本
」
と
し
た
。

　

今
は
「
契
沖
鉄
槌
書
き
入
れ
本
」
に
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
主
と

し
て
、
か
つ
て
『
徒
然
草
句
解
』
の
注
釈
態
度
を
研
究
し
た
際
に
、
気
づ
い
た（

７
）、『
枕
草
子
』

注
そ
の
ま
ま
と
言
え
る
ほ
ど
に
、
酷
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
番
目
の
『
鉄
槌
』
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
語
注
部
分
は
、
容
易
に
出
来
上
が
り
、
そ
の
分
の
余
力
を

持
っ
て
、
当
時
の
時
代
性
に
寄
り
添
う
物
の
見
方
を
大
意
に
書
き
込
ん
だ
り
、
多
く
の
挿
絵
を

入
れ
る
と
い
う
発
想
も
湧
き
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、

『
鉄
槌
』
に
肩
入
れ
し
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
稿
に
お
い
て
、

最
初
の
『
寿
命
院
抄
』
か
ら
『
野
槌
』
へ
の
影
響
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
取
捨
選
択
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
番
目
の
『
鉄
槌
』
が
成
立
し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考

え
る
な
ら
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
成
立
の
一
端
を
担
っ
た
の
が
『
鉄
槌
』
だ
っ
た
こ
と
も
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
新
機
軸
で
あ
っ
た
挿
絵
が
、
今
度
は
『
鉄
槌
』
の
刊
本
の

中
で
参
照
さ
れ
て
、
さ
き
ほ
ど
紹
介
し
た
「
絵
入
り
頭
注
」
版
の
『
鉄
槌
』
も
生
ま
れ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
、
注
釈
書
同
士
の
つ
な
が
り
の
広
が
り
と
相
俟
っ
て
、『
徒
然
草
』
の
多
彩

な
注
釈
書
群
が
出
現
し
続
け
た
と
言
え
よ
う
。

三　

山
岡
元
隣
の
『
徒
然
草
増
補
鉄
槌
』
と
『
徒
然
草
鉄
槌
』

　

山
岡
元
隣
に
よ
る
『
徒
然
草
増
補
鉄
槌
』
は
、
そ
の
書
名
か
ら
し
て
、『
徒
然
草
鉄
槌
』
と

の
関
係
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
こ
こ
で
考
察
し
て
み
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
数
あ
る
徒
然
草
注
釈
書
の
中
で
も
、『
徒
然
草
諸
抄

大
成
』（
一
六
八
八
年
刊
）
は
、
そ
れ
以
前
の
十
三
種
に
及
ぶ
、
徒
然
草
注
釈
書
を
引
用
書
目

に
挙
げ
て
、
ま
と
め
上
げ
た
総
合
的
な
注
釈
書
で
あ
り
、
諸
注
釈
書
を
通
覧
す
る
に
際
し
て
、

便
利
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
引
用
書
目
の
中
に
『
増
補
鉄
槌
』
は
入
っ
て
入
る
が
、『
鉄

槌
』
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、『
鉄
槌
』
が
『
増
補
鉄
槌
』
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
い
る

と
い
う
認
識
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
こ
の
二
つ
の
書
名
だ
け
を
比
べ
る
な
ら
ば
、
そ

の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
両
書
を
比
べ
て
み
る
と
そ
う
と
も
思
え
な
い
の
は
、『
鉄
槌
』

以
後
の
諸
注
釈
書
を
追
補
し
た
の
が
『
増
補
鉄
槌
』
で
あ
る
と
い
う
序
文
を
、
元
隣
が
書
い
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

山
岡
元
隣
は
、『
増
補
鉄
槌
』（
一
六
六
九
年
刊
）
の
二
年
後
に
、
俳
文
集
『
宝
蔵
』（
一
六

七
一
年
刊
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
『
宝
蔵
』
と
『
徒
然
草
』
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
雲
英

末
雄
「
俳
文
と
先
行
文
学

│
「
宝
蔵
」
と
「
徒
然
草
」
を
め
ぐ
っ
て（
５
）」
が
あ
る
。
同
論
文
は
、

『
宝
蔵
』
の
文
体
が
徒
然
草
に
多
く
を
依
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
そ

の
通
り
で
あ
る
が
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
生
活
の
身
辺
に
あ
る
日
用
品
な
ど
を
主
題
に
し

て
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
短
編
和
文
と
な
っ
て
い
る
。『
宝
蔵
』
に
お
け
る
先
行
文
学
の
影
響
と
し
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い
た
の
で
、
詳
し
い
研
究
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
こ
れ
が
「
書
き
入
れ
本
」
で
あ
る
点

に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
『
覚
書
（
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
）』
の
こ
と

が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
吉
田
健
一
が
翻
訳
刊
行
し
た
本
で
あ
る
。「
契
沖
鉄
槌
書
き
入

れ
本
」
と
『
覚
書
（
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
）』
と
を
響
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
書
き
入
れ

本
」
が
持
つ
意
義
が
、
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
は
、
吉
田
健
一
の
翻
訳
書
『
覚
書
（
マ
ル
ジ
ナ
リ
ア
）』（
昭
和
十
年
、
芝
書
店
）
に
よ
っ

て
、
そ
の
冒
頭
部
を
引
用
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
は
、
そ

の
ま
ま
契
沖
の
書
き
入
れ
に
も
当
て
嵌
ま
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

私
は
本
を
買
ふ
時
、
余
白
が
大
き
く
開
け
て
あ
る
の
を
買
ふ
や
う
に
す
る
。
余
白
の
大

き
い
こ
と
そ
れ
自
体
が
好
き
だ
か
ら
で
は
な
い
。
読
み
な
が
ら
起
る
考
へ
だ
の
、
著
者
の

意
見
と
一
致
す
る
か
し
な
し
か
だ
の
、
そ
の
他
一
寸
し
た
評
註
を
書
入
れ
る
こ
と
が
出
来

る
か
ら
で
あ
る
。
書
入
れ
る
こ
と
が
多
過
ぎ
て
余
白
に
入
ら
な
い
時
に
は
、
別
の
紙
に
書

い
て
、
少
量
の
と
ら
が
か
ん
と
、
ご
む
に
よ
つ
て
頁
に
貼
り
付
け
る
。

　

引
用
文
中
の
「
と
ら
が
か
ん
と
、
ご
む
」
と
は
、
辞
書
に
よ
る
と
、
植
物
性
の
ゴ
ム
で
、
接

着
剤
の
役
割
を
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
契
沖
全
集
』
第
十
六
巻
の
解
題
に
よ
れ
ば
、

「
契
沖
鉄
槌
書
き
入
れ
本
」
に
も
、
若
干
の
貼
紙
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
書
き
入
れ
」
と
は
、
そ
れ
を
書
き
入
れ
た
人
の
考
え
た
こ
と
や
、
感
想
・
意
見
の
表
明
で

あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
契
沖
鉄
槌
書
き
入
れ
本
」
に
は
、
契
沖
自
身
の
『
鉄
槌
』、

ひ
い
て
は
『
徒
然
草
』
か
ら
触
発
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
犇
め
い
て
、
そ
の
こ
と
が
重
要

性
を
を
帯
び
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
徒
然
草
鉄
槌
』
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
、
論
述
し
て
き
た
。
今
回
の
考
察
で
は
、

『
鉄
槌
』
の
『（
絵
入
り
頭
注
）
鉄
槌
』
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
思
い
が
け
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。『
鉄
槌
』
の
頭
注
が
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
詳
細
な
比
較
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
反
省
事
項
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
契
沖
鉄

槌
書
き
入
れ
本
」
に
『
枕
草
子
』
が
多
数
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
に
よ
る
新
た

な
注
目
点
と
し
て
、
今
後
の
研
究
に
寄
与
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。『
枕
草
子
』
か

ら
の
原
文
引
用
が
、
ど
れ
も
か
な
り
長
い
の
は
、
契
沖
が
『
枕
草
子
』
に
通
暁
し
い
て
る
こ
と

を
示
す
。

に
対
す
る
『
句
解
』
の
言
及
と
比
べ
て
み
た
い
。

　
「
契
沖
鉄
槌
書
き
入
れ
本
」
の
全
体
的
な
特
徴
を
最
初
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
語
釈
が
詳
し
い

こ
と
が
先
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、『
徒
然
草
』
序
段
へ
の
書
き
入
れ
に
早
く
も
よ
く

表
れ
て
い
る
。
冒
頭
部
の
「
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
」
に
関
し
て
、
ま
ず
最
初
に
『
枕
草
子
』

の
跋
文
を
引
い
て
い
る
の
は
そ
こ
に
「
つ
れ
づ
れ
な
る
里
居
の
ほ
ど
に
」
と
あ
る
表
現
に
注
目

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
枕
草
子
』
の
本
文
の
引
用
は
『
春
曙
抄
』
に
近
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

『
春
曙
抄
』
の
本
文
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。『
枕
草
子
』
跋
文
に
書
か
れ
て
い
る
「
涙
せ
き
あ
へ

ず
」
に
つ
い
て
、『
古
今
和
歌
集
』
の
「
枕
よ
り
又
し
る
人
も
な
き
恋
を
涙
せ
き
あ
へ
ず
も
ら

し
つ
る
か
な
」
を
引
く
が
、
こ
の
引
き
歌
は
『
春
曙
抄
』
で
も
指
摘
し
て
い
る
。
序
段
の
「
つ

れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
」
は
、『
源
氏
物
語
』
須
磨
・
夕
顔
・
葵
・
橋
姫
を
引
き
、「
つ
れ
づ
れ
」

の
語
義
や
漢
字
表
記
も
考
察
す
る
。

　

そ
の
他
に
も
、「
日
く
ら
し
」「
す
ず
り
に
む
か
ひ
て
」「
よ
し
な
し
ご
と
を
」「
そ
こ
こ
は
か

と
な
く
か
き
つ
く
れ
ば
」「
も
の
ぐ
る
お
し
け
れ
」
の
順
に
、
序
段
の
表
現
に
対
し
て
逐
一
、

他
の
作
品
か
ら
用
例
を
挙
げ
て
お
り
、
序
段
へ
の
書
き
入
れ
を
読
ん
だ
だ
け
で
も
、
契
沖
が
い

か
に
、『
徒
然
草
』
の
表
現
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
用
語
の
用
例
列
挙
に
熱
心

で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
契
沖
の
目
か
ら
見
る
と
、『
鉄
槌
』
の
語
釈
が
余
り
に
も
簡
略
に
思
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
鉄
槌
』
に
は
書
か
れ
て
な
い
、
兼
好
に
い
た
る
系
図
も
書
き
入

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
羅
山
の
『
野
槌
』
を
思
わ
せ
る
。

　

第
一
段
に
は
、『
徒
然
草
』
の
原
文
自
体
に
、「
清
少
納
言
が
書
け
る
も
」
と
出
て
く
る
の

で
、
契
沖
も
『
枕
草
子
』
の
「
思
は
ん
子
を
法
師
に
な
し
た
ら
ん
こ
そ
」
か
ら
始
ま
る
原
文

を
、「
い
が
は
も
の
の
ゆ
か
し
か
ら
ん
」
ま
で
、
長
く
引
用
し
て
い
る
が
、「
う
ち
く
ひ
て
」
に

「
打
ち
悔
ひ
て
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
て
解
釈
し
て
い
る
の
は
、「
う
ち
食
ひ
て
」
と
す
る
解
釈

と
異
な
る
。『
句
解
』
で
は
、『
徒
然
草
』
の
原
文
に
「
さ
ら
な
り
」
と
あ
る
箇
所
に
対
し
て
、

『
枕
草
子
』
の
「
夏
は
、
夜
。
月
の
比
は
さ
ら
な
り
」
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
同
じ
第

一
段
で
あ
っ
て
も
、
注
釈
箇
所
が
異
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
『
枕
草
子
』
に
よ
る
注
釈
で

は
な
い
の
だ
が
、『
徒
然
草
』
第
一
段
の
末
尾
近
く
に
出
て
く
る
「
人
の
鏡
な
ら
ん
こ
そ
」
に

つ
い
て
、「
契
沖
鉄
槌
書
き
入
れ
本
」
は
、『
徒
然
草
』
の
他
の
段
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
の

類
同
を
「
下
に
」
と
書
い
て
、「
人
の
才
能
は
、
ふ
み
あ
き
ら
か
に
し
て
」
の
段
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
れ
は
、『
徒
然
草
』
の
中
で
の
照
応
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
り
、『
野
槌
』
の
よ
う
に

章
段
間
の
関
連
性
に
触
れ
な
い
注
釈
態
度
と
は
異
な
る
。「
契
沖
鉄
槌
書
き
入
れ
本
」
に
は
、

こ
の
よ
う
な
関
連
性
の
指
摘
は
か
な
り
あ
り
、
そ
の
点
は
、『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
書
態
度
と

共
通
性
が
見
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
「
契
沖
鉄
槌
書
き
入
れ
本
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
遅
ま
き
な
が
ら
、
今
回
初
め
て
気
づ
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然
草
』
の
注
釈
史
に
お
い
て
、
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
鉄

槌
』
と
は
両
極
に
位
置
す
る
、
詳
細
で
長
大
な
、『
徒
然
草
』
と
『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
を
著

し
た
、
加
藤
盤
斎
の
注
釈
態
度
は
何
を
目
指
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
こ
と
へ
の
遙
か
な
思
い
も

湧
い
て
く
る
。

　

研
究
の
前
途
は
遼
遠
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
徒
然
草
研
究
の
蓄
積
が
、
さ
ら
に

新
た
な
世
界
を
切
り
開
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
今
後
も
精
進
し
て
ゆ
き
た
い
。

注

（
１ 

）
小
松
操
「﹇
徒
然
草
﹈
鉄
槌
考
略
」（「
金
沢
文
庫
研
究
」
九
十
五
号
、
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
）

（
２ 

）
島
内
裕
子
「『
徒
然
草
吟
和
抄
』
の
注
釈
書
態
度
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
三
十
二
号
、
平
成

二
十
六
年
）

（
３ 

）
島
内
裕
子
「『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
態
度
」（『『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
六
号
、
平
成

十
年
）

（
４ 

）
島
内
裕
子
「「
徒
然
草
古
注
釈
書
の
方
法

│
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
か
ら
『
野
槌
』
へ
」（『
放
送

大
学
研
究
年
報
』
第
十
八
号
、
平
成
十
二
年
）

（
５ 

）
雲
英
末
雄
「
俳
文
と
先
行
文
学

│
「
宝
蔵
」
と
「
徒
然
草
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
藝
と
批
評
』

４
号
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
）

（
６ 

）
久
保
田
淳
「
徒
然
草
の
源
泉

│
和
歌
」（『
徒
然
草
講
座
』
第
四
巻
、
有
精
堂
、
昭
和
四
十
九
年
）

（
７ 

）
島
内
裕
子
「『
徒
然
草
句
解
』
の
注
釈
態
度

│
巻
之
一
を
中
心
に

│
」（『
放
送
大
学
研
究
年

報
』
第
三
十
一
号
、
平
成
二
十
五
年
）

 

（
二
〇
二
三
年
十
一
月
六
日
受
理
）

　
『
鉄
槌
』
自
体
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
版
本
の
種
類
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
、

何
よ
り
も
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
読
み
や
す
さ
を
提
供
し
た
証
し
で
あ
ろ
う
。
一
つ
一
つ

の
語
釈
を
詳
述
す
る
ス
タ
イ
ル
は
、
学
問
的
な
意
義
が
あ
る
が
、
一
般
的
な
啓
蒙
書
と
し
て
、

広
く
読
ま
れ
た
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
ろ
う
。
契
沖
が
書
き
入
れ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
『
鉄

槌
』
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
象
徴
的
で
あ
る
。
注
釈
の
あ
り
方
に
、
唯
一
の
方
法
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
が
、
個
性
的
な
ス
タ
イ
ル
で
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
が
、
注
釈
書
の
さ

ら
な
る
発
展
を
も
た
ら
す
と
考
え
れ
ば
、
い
つ
の
時
代
に
も
、
新
た
な
注
釈
書
が
書
か
れ
る
こ

と
が
、
そ
の
作
品
の
命
脈
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
を
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
研
究
は
、『
鉄
槌
』
の
注
釈
態
度
を
、
先
行
す
る
『
寿
命
院
抄
』
と
『
野
槌
』
と
の

比
較
に
よ
り
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、
両
者
と
逐
一
比
較
す
る
と
こ
ろ
ま
で

は
で
き
ず
、
結
論
も
概
略
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、『
鉄
槌
』
に
続
く
『
な
ぐ
さ
み

草
』
も
含
め
て
、
四
種
の
徒
然
草
注
釈
書
を
総
合
的
に
大
き
く
把
握
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
の
違
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書
が
、
ど
の
よ
う
に
影
響
し
合

い
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
新
し
い
視
界
が
開
け
て
き
た
か
を
、
有
機
的
な
つ
な
が
り
と
し
て

描
き
出
す
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

詳
細
な
注
釈
書
と
、
簡
潔
な
注
釈
書
と
い
う
、
二
つ
の
大
き
な
潮
流
が
あ
る
一
方
で
、「
契

沖
鉄
槌
書
き
入
れ
本
」
の
よ
う
に
、
簡
潔
な
『
鉄
槌
』
に
、
詳
細
な
書
き
込
み
を
す
る
行
為
か

ら
は
、「
注
釈
態
度
」
と
い
う
も
の
の
不
思
議
な
往
還
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
ま
た
、『
鉄
槌
』
に

限
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
頭
注
形
式
と
い
う
簡
潔
な
注
釈
ス
タ
イ
ル
は
、
現
代
に
お
け
る
古
典

文
学
の
注
釈
書
に
も
受
け
継
が
れ
、
多
く
の
読
者
に
便
宜
を
供
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
思
え
ば
、『
鉄
槌
』
の
著
者
に
つ
い
て
、
詳
し
い
経
歴
や
学
問
修
得
の
経

緯
は
不
明
で
あ
る
に
し
て
も
、
著
者
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
他
の
注
釈
書
に
劣
ら
ず
、『
徒

137（8）



『徒然草鉄槌』の注釈態度

The Method of Tsurezuregusa Tettsui as a Commentary

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　Tsurezuregusa Tettsui（徒然草鉄槌、1648）, attributed to Aoki Soko（青木宗胡）, occupies an important position 
among the numerous commentaries on Tsurezuregusa（徒然草）written in the Edo era.
　The oldest commentary on Tsurezuregusa is Hata Soha’s Tsurezuregusa Jumyoin Sho（秦宗巴、徒然草寿命院抄）
published in 1604, which was followed by Hayashi Razan’s Nozuchi（林羅山、野槌）written in 1621.
　The third oldest commentary is Tsurezuregusa Tettsui. Then followed Matsunaga Teitoku’ s Nagusamigusa 
（松永貞徳、なぐさみ草、1652）which is a commentary book with illustrations, anonymous Tsurezuregusa 
Ginwasho（徒然草吟和抄、1690）, Namura Johaku’s Tsurezuregusa Esho（苗村丈伯、徒然草絵抄、1691）etc. 
Tsurezuregusa Esho has no verbal notes and tries to explain each chapter of Tsurezuregusa by illustrations alone.
　After that Kagami Shiko（各務支考）wrote Tsurezure-no-San（つれづれの讃、1711）, a long critical study which 
transcended all previous concepts as to a commentary.
　I have considered more or less the commentaries above mentioned in my previous monographs but left 
Tsurezuregusa Tettsui, one of the earliest commentaries, untouched. This time I will focus on Tsurezuregusa Tettsui 
and examine its characteristics and its relations with the commentary books on Tsurezuregusa published before and 
after it, referring to the various commentaries discussed in my previous monographs.
　Cosideration will be done from following three points of view.
　Firstly, I will compare Tsurezuregusa Tettsui with its two forerunners. So far Tsurezuregusa Tettsui has been 
considered to be an extract from Nozuchi. I will verify this commonly accepted view and ascertain the fact that 
Tsurezuregusa Tettsui refers oftener to Tsurezuregusa Jumyoin Sho than to Nozuchi. In this way I would like to 
illustrate the method of Tsurezuregusa Tettsui as a commentary.
　Secondly, I will compare Yamaoka Genrin’ s Tsurezuregusa Zoho Tettsui（1669） with Tsurezuregusa Tettsui and 
consider the influences of the latter on the former.
　Thirdly I examine Keichu Kakiire（契沖書き入れ、made before 1690）which is marginalia written in a published 
copy of Tsurezuregusa Tettsui by Keichu（契沖、1640～1701）, a Waka poet and Japanese classical scholar. I consider 
how Keichu understood Tsurezuregusa with the aid of Tsurezuregusa Tettsui, paying particular attention to the 
parts where Keichu offers his original interpretations.
　Tsurezuregusa Tettsui was widely circulated in the Edo era, as is shown by its many editions published at different 
dates. This monograph tries to explicate a part of the reason of its popularity.
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